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Ⅳ-5 迷入防止対策 

 迷入防止対策は、魚がのぼりやすい川づくりにおける重要な付帯事項である。魚道を遡

上・降下する魚が施設上流における取放水口に迷入した場合、魚道や施設の改善効果を失う

こととなるため、魚道や施設の改善と同時に、迷入防止対策も検討する必要がある。 

【迷入防止対策の考え方】 

 迷入防止対策には、以下の 4つの考え方がある。 

①取水口に入ってきた魚を機械的に集め、安全な場所に移動させる考え方。 

②取水口に集まってきた魚を誘導等によって方向転換させる考え方。 

③取水口への魚の迷入を抑止、あるいは妨害する考え方。 

④取水口への魚の迷入を物理的に排除する考え方。 

従来の迷入防止対策では、③、④の考え方が重視され、取放水口で魚が嫌う音や光を発生

させる、メッシュスクリーンを設置する、電気スクリーンを設置するなどの対策が講じられ

てきた。しかしながら、迷入を阻止された魚を速やかに取放水口前から移動させることが重

要なため、今後は①あるいは②の考え方により迷入防止対策を講ずる。 

また、小型の魚や遊泳力のない仔魚などは迷入を防ぐことが困難なため、今後は仔魚の迷

入防止対策の開発が必要である。 

 

【取水口への魚の侵入を抑止・妨害する手法あるいは物理的に排除する手法の例】

出典）魚道のはなし

魚返し： 河床や河の側壁に沿って移動
する底生魚に対する装置 

音響装置： 魚類の忌避音（魚の嫌いな
音）を出すスピーカー 

出典）木曽川用水総合管理所資料 

電気スクリーン：電気的なバリアにより魚の

侵入を防ぐ装置 

スクリーン：魚の進入を物理的に防ぐスクリーン 
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事例-1 松倉
まつくら

頭首工 ～バイパス水路によって魚を誘導する事例（取水口に集まってきた魚

を誘導によって方向転換させる考え方による迷入防止対策）～ 

 対象地域：秋田県 雄物川 

実施理由：取水口への魚の迷入を防ぐ対策が必要であった。 

 対策の内容：スクリーンバリア等によって侵入を阻止された魚を、速やかに取水口下流部

へ誘導するためにバイパス水路が設けられている。 

 

 

出典）魚道のはなし

取水口前面で迷入を防ぐのみ

では、前面に魚が溜まってし

まうため、バイパス水路を設

けて迷入を阻止された魚が滞

留することなく速やかに降下

できるように工夫されてい

る。 
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事例-2 迷入防止の装置試験 ～ルーバースクリーンによって魚を誘導する（取水口に集ま

る魚を誘導によって方向転換させる考え方による迷入防止対策）～ 

 対象地域：新潟県内水面水産試験場による水路実験 

実施理由：取水口へ迷入した魚を再び元の河川に戻す誘導方法について検討を行う必要が

あった。本試験は、ルーバースクリーンを用い魚類誘導を行うこととし、その

効果的な設置方法について検討した。 

 実験の内容：ルーバースクリーンは、格子状のスクリーンで格子の間隙が大きいため取水

に影響が少ない構造であり、格子間隙を水が通過するときに間隙内に細かい

渦が生じることで、その渦を魚が嫌うことを利用し誘導を行うものである。

設置角度（θ）を 30°、格子間隔（Y）を 18cm と固定し、バイパス幅（B）

を 15cm、25.5cm、36cm のそれぞれについて試験を行った。 

実験の成果：サクラマスを用いた実験により、バイパス幅 25.5cm、バイパス流量比（バイ

パス内流量／水路全体の流量）約 40％のとき、最も効果的な魚類誘導（魚

類誘導率 73.8%）を行えることが判明した。 

 

 

ルーバースクリーン（魚類を左方向に誘導する） 

出典）新潟県内水面水産試験場資料
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【仔アユの迷入防止対策】 

小型で遊泳力の弱い仔魚は水の流れに逆らえないため、取水口から自力帰還させる迷入防止

装置や取水口を物理的に遮断する迷入防止装置では、迷入を防ぐことができない。 

相模大堰（神奈川県相模川）では、遊泳力のない仔アユ（河川を降下するアユの仔魚）に対

し、仔アユが流れに乗って降下することを利用し、取水口の対岸側の魚道流量を増やして降下

する仔アユの主群を取水口から回避させる対策が講じられている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 また、同施設では、仔アユの有する正の走光性（光に向かって集まる性質）を利用し、迷入

した仔アユを集魚灯により沈砂池内にて集め、これを掬い取って本川へ帰還させる装置も設置

されている。 
 
 

取水口

相模大堰では、仔アユの降下時期には右岸魚道から優先して放流し、

仔アユ主群を左岸取水口から迂回させる対策が講じられている。 

出典）神奈川県水産技術センター 内水面試験場 HP 
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